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住宅金融公庫

第2回個人向け融資

■申込み8月31日まで

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
、

本
年
度
第
二
回
目
の
個
人
住
宅
建
設

資
金
の
申
込
み
受
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
資
格

　
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
新
築
で

土
地
の
準
備
が
あ
り
、
一
定
基
準
以

上
の
月
収
の
あ
る
方
。

▼
受
け
ら
れ
る
住
宅

　
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
一
二
〇
㎡

以
下
、
た
だ
し
、
六
〇
歳
以
上
の
老

人
、
心
身
障
害
者
、
六
人
以
上
の
家

族
が
同
居
、
二
世
帯
住
宅
の
場
合
は

一
六
五
㎡
以
下
の
住
宅
。

▼
融
資
額

木
造
住
宅
　
四
八
O
万
～

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

断
熱
構
造
　
二
〇
万
～

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円
加
算

耐
久
性
能
　
一
〇
万
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円
加
算

太
陽
熱
温
水
器
設
置

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円
加
算

　
ま
た
老
人
（
六
五
歳
以
上
）
又
は

心
身
障
害
者
等
が
同
居
、
二
世
帯
住

宅
の
場
合
は
五
〇
万
～
一
八
○
万
円

割
増
。

▼
利
　
　
率

▼
返
済
期
間

▼
受
付
期
間

年
五
・
五
％

ニ
レ
五
年
以
内

七
月
二
十
七
日
か
ら

八
月
三
ト
…
日
ま
で

▼
申
込
場
所

　
住
宅
建
設
場
所
と
同
一
県
内
の
「
住

宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と
表
示

し
た
金
融
機
関
．

※
十
月
一
日
以
降
の
申
込
み
か
ら
段

階
金
利
用
制
度
、
規
模
別
貸
付
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
低
利
の
公

庫
融
資
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅

金
融
公
庫
北
関
東
支
所

台
〇
二
七
二
ー
三
一
一
ー
六
六
五
五

で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

食品衛生週間8月2日～8日

　8月は食中毒が多く発生する季節。高温多湿のいまの気候が微生物の繁

殖に適しているからです。使い終わったまな板やほうちょうをそのままに

していませんか。ばい菌の増殖を防ぐには水洗いだけでも効果があります

手や調理器具を清潔にして、食中毒を予防しましょう。

昭和57年8月5日1”1”Illl川”IIIll

家
庭
・
職
場
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
困
っ
て
い
る

婦人少年室協助員

　高橋良一さん

　勤労婦人や勤労青少年、一般婦人から

職場の労働条件や就職、人間関係等、ま

＾
、
離婚や子供のこと等家庭問題で困っ

Cいることについて相談を受け関係機関

と連絡をとりながら助言指導を行なって

います。

　天水島503－1番地　費2090

小作料の支払変わる

12月20日までに

　　　　お支払い下さい

　農地の小作料徴収事務を役場（農業委

員会）で行なって来ましたが、件数の増

加、統制小作料の廃止、物納、役務によ

ろ小作料納入制度の新設などにより、従

、と状勢が変って来ましたので、今年か

ら賃貸人、賃借人の両者間で処理してい

ただくことになりました。

　毎年12月に部落総代さんを通じて小作

料の通知を役場で行なっていましたが、

今年から、この通知書は出ませんので12

月20日までに、農協の預金口座払いなど

の方法により、貸主へ納入して下さい。

画
の
患
嚢

■
浦
田
地
区

▽
木
曜
日
（
浦
田
出
張
日
）

　
1
2
日
・
2
6
日

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
2
日
・
3
0
日

鱒
東
川
地
区

▽
木
曜
日
（
東
川
出
張
日
〉

　
5
日
・
9
日

　
　
　
1

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
9
日
・
2
3
日

■
三
省
地
区

▽
水
曜
日

　
4
日
・
n
日
・
1
8
日
・
2
5
日

■
松
口
地
区

▽
金
曜
日

　
6
日
・
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日

戸
籍
の
明
暗
七
月

■
う
ぶ
声

　
梱
田
誠
志
（
大
荒
戸
・
吉
彦
の
長
男
）

　
竹
内
恵
美
（
豊
田
・
啓
一
郎
の
二
女
）

　
滝
澤
　
侑
（
湯
山
・
正
彦
の
二
男
）

　
南
雲
あ
ゆ
み
（
西
之
煎
久
仁
平
の
長
女
）

　
渡
邊
　
淳
（
湯
山
・
忠
幸
の
二
男
）

■
お
く
や
み

　
樋
口
幸
一
㈹
（
中
尾
・
巾
）

　
村
山
　
富
作
㈲
（
松
之
山
・
覇
場
）

　
高
澤
巳
之
作
㈲
（
湯
本
・
郵
便
局
長
宅
）

　
小
野
塚
ハ
ナ
⑳
（
光
間
・
新
屋
）

　
山
口
亀
治
郎
㈹
（
湯
之
島
・
桶
や
）

　
佐
藤
徳
三
郎
鮒
（
月
池
・
干
場
）

　
樋
口
壽
三
郎
㈹
（
中
尾
・
孫
善
）

　
保
坂
　
ス
ミ
㈲
（
豊
田
・
殿
院
）

No．79

／5

趨

1982

防災の日・防災週間　。月，日一，日

日本は、古来、しばしば台風や地震などにより、大きな損害をこうむっています。このため

広く国民が台風、高潮、津波、地震などの災害について認識を深め、これに対処する心構え

を準備するため、昭和35年「防災の日」を創設しました。

□発行　新潟県　松之山町　□編集　議会事務局女2，508人男2，380人人口4，888人

繋

9月1日
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に駐車場が完成前越後湯沢駅

九
月
中
は
無
料

　
松
之
山
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、

栄
村
、
野
沢
温
泉
村
の
五
町
村
が
共

同
で
越
後
湯
沢
駅
前
に
建
設
中
だ
っ

た
三
〇
台
駐
車
で
き
る
駐
車
場
が
完

成
し
、
九
月
十
日
か
ら
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
次

の
こ
と
を
お
ま
も
り
下
さ
い
。

①
役
場
の
窓
口
で
駐
車
券
を
受
取
っ

　
て
か
ら
行
き
、
駐
車
券
と
同
じ
番

　
号
の
と
こ
ろ
に
駐
車
す
る
こ
と
。

②
利
用
さ
れ
た
後
駐
車
券
は
役
場
へ

　
返
還
し
て
下
さ
い
そ
の
際
に
使
用

　
料
と
し
て
一
日
あ
た
り
五
〇
〇
円

　
を
い
た
だ
き
ま
す
。
返
還
が
お
く

　
れ
る
と
料
金
を
加
算
さ
れ
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
下
さ
い

　
（
但
し
九
月
中
は
使
用
料
を
い
た
だ

　
き
ま
せ
ん
。
無
料
で
す
が
駐
車
券

　
は
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
）

③
そ
の
他
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
は

　
駐
車
券
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

　
ま
す
の
で
よ
く
お
読
み
下
さ
い
。

レ
喀
藻
あ
ゆ

↑石
打

国
道
1
7
号
線

信
・
霧
め
り

藷
号
機
あ
り
　
場

　
　
　
　
　
　
車

　
　
　
　
　
　
駐

　
　
　
　
　
　
域

　
　
　
　
　
　
広

　
　
　
　
　
　
越

9月10日からご利用いただけます

藏

奥信

目一、一
↓

　
そ
の
他
不
明
の
点
は
役
場
総
務
課

庶
務
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

越後湯沢駅前　一　　　　案内図奥信越広域駐車場

3
鍾幹

嘘
後
湯
沢
駅

｝

湯沢駅

駅前広場

「
　
　
（
徒
歩
可
能
）

こ
の
部
分
道
路
未
開
通

　
Z

奥信越広域駐車場
沢温泉村松之山町中里村栄柑

と

4 ．．匿ヨ

蜘ン
1514h31211109876543211

16171819202122232425262728 29．30

『Σ＿湯
沢
町
公
園
用
地

津南町野

医

3】”1”””1””II””1””1”Illl””””II””mll”lil”II“1“”””川”III”“1””””IlmI“ll”IIII”“ll“““1””1”IllIll”Ill”ll1111”1””””II広報まつのやまNo．79　””””m””””1

成
人
お
め

晴
れ
や
か
｝
一G

で

81

人
巣
立
つ

》
』
、
フ　

八
月
十
四
日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
で
八
十
一
名
が
出
席
し
て
、
町
の

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
の
祝
福

と
激
励
を
受
け
た
あ
と
、
新
成
人
を

代
表
し
て
小
野
塚
喜
恵
さ
ん
（
松
之

山
）
が
「
多
様
化
と
激
動
す
る
今
日

の
社
会
の
中
で
、
自
分
を
見
失
う
こ

と
な
く
義
務
と
責
任
を
は
た
し
、
知

織
と
教
養
を
身
に
つ
け
、
新
し
い
社

会
を
築
く
た
め
努
力
し
ま
す
」
と
成

人
と
し
て
の
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

4

　
　
気脹麟

　
　
　
↑

　
　
　
織

　
　
　
い
雲
勢

勤
、瓢
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浦
田
の
温
泉
掘
さ
く

七
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
増
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会
で
決
め
る

　
浦
田
の
温
泉
掘
削
は
六
月
十
七
日

か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
八
月
十
二
日
五
五
〇
メ

ー
ト
ル
に
達
し
二
回
目
の
電
気
検
層

調
査
が
終
っ
た
の
で
、
八
月
二
＋
一

日
議
会
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
今
後

の
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
五
五

〇
メ
ー
ト
ル
地
点
の
地
熱
は
五
十
二

度
で
順
調
な
温
度
の
上
昇
、
ま
た
、

五
一
六
メ
ー
ト
ル
附
近
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
泥
岩
層
か
ら
砂
岩
に
移
つ
て

き
て
お
り
、
小
さ
な
亀
裂
や
ガ
ス
噴

出
も
み
ら
れ
、
明
る
い
見
通
し
と
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
七
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
増
掘
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
掘
削
総

事
業
費
は
三
、
一
四
〇
万
円
に
な
り
、

四
〇
〇
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
増
掘
費
一
、
二
九
〇
万
円
（
メ
ー
タ

ー
当
り
四
万
三
千
円
）
は
、
九
月
二

十
八
日
の
定
例
議
会
に
上
程
（
補
正

追
加
）
さ
れ
ま
す
。

　
八
月
二
十
九
日
七
〇
〇
メ
ー
タ
ー

に
達
し
最
後
の
仕
上
げ
作
業
（
ボ
ー

リ
ン
グ
抗
内
の
ド
ロ
さ
ら
い
な
ど
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
上
げ
作
業
が
終
了
す
れ
ば

（
終
了
予
定
九
月
上
旬
）
自
墳
す
る

か
ど
う
か
、
又
温
泉
の
量
や
質
、
温

度
な
ど
が
わ
か
る
と
の
こ
と
で
す
。

上越地区高校柔道大会

町民体育館で開催

9月28日29日の2日間

　
上
越
地
区
高
等
学
校
秋
季
柔
道
大

会
が
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
主
催
、

松
之
山
町
教
育
委
員
会
共
催
で
九
月

二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
両
日
松
之

山
町
民
体
育
館
で
上
越
地
区
の
選
手

約
二
百
名
が
出
場
し
し
て
行
な
わ
れ

ま
す
。

　
二
十
八
日
は
団
体
戦
が
、
午
前
十

時
半
よ
り
二
十
九
日
は
個
人
戦
が
午

前
八
時
半
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

行
な
わ
れ
ま
す
。
松
之
山
分
校
か
ら

は
渡
辺
進
（
湯
山
）
久
保
田
武
夫
（
天

水
島
）
樋
口
満
（
兎
口
）
高
橋
一
男

（
中
尾
）
高
橋
稔
（
天
水
島
）
の
五

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
の
で
観
戦

か
た
が
た
応
援
に
お
い
で
下
さ
い
。

特定分収林促進事業

ふる里松之山クラブ

会員募集始まる

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
資
呼
び
掛
け

　
町
有
林
の
立
木
に
都
会
の
人
達
か

ら
出
資
し
て
も
ら
い
、
そ
の
出
資
金

と
町
の
資
金
で
山
林
の
保
育
を
や
り

二
十
年
か
ら
二
十
五
年
後
に
伐
採
時

の
収
益
金
を
配
当
す
る
特
定
分
収
林
－

促
進
事
業
の
「
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ

ブ
」
員
募
集
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
三
千

部
が
こ
の
ほ
ど
出
来
あ
が
り
、
松
之

山
温
泉
旅
館
や
東
京
方
面
な
ど
に
配

布
さ
れ
、
加
入
申
込
み
の
受
け
付
が

始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
越
後
「
松

之
山
」
が
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
に
な

り
ま
す
。
と
い
う
見
出
し
で
は
じ
ま

り
、
町
長
の
あ
い
さ
）
、
観
光
案
内
、

道
路
地
図
、
新
幹
線
ダ
イ
ヤ
、
ク
ラ

ブ
の
会
則
、
入
会
申
し
込
み
書
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
都
会
の
人
た

ち
と
松
之
山
町
民
が
お
た
が
い
に
親

睦
と
理
解
を
深
め
合
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
山
鳩
グ
ル
ー
プ
は
一
人
年

額
三
万
円
、
募
集
会
員
二
〇
〇
名
。

耳
木
蒐
（
み
み
ず
く
）
グ
ル
ー
プ
は
三
〇

万
円
の
一
時
金
で
会
員
一
〇
〇
名
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は

直
接
電
話
か
、
申
し
込
み
書
で
松
之

山
町
振
興
課
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ

事
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

，霧松之山クラブ陛　　
こ♂，．
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10月10日
町内一周駅伝大会

距離36．6Km区間19か所
　
第
一
回
松
之
山
町
具
仏
大
会
が
十

月
十
日
「
体
育
の
日
」
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
町
内
各
地
を
小
学
生
か
ら
壮
年
男

女
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
っ
て
走
り
、

地
域
の
連
帯
感
の
高
揚
と
体
力
づ
く

り
活
動
の
必
要
性
と
認
識
を
高
め
、

こ
れ
ら
を
通
じ
活
気
あ
る
町
づ
く
り

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。　
地
区
対
抗
で
各
地
区
ニ
チ
ー
ム
の

合
計
十
チ
ー
ム
、
一
チ
ー
ム
十
九
名

の
選
手
（
小
学
男
二
、
女
一
名
。
中

学
男
二
、
女
一
名
。
高
校
男
二
、
女

一
名
。
青
年
男
三
、
女
一
名
。
成
年

男
二
、
女
一
名
。
壮
年
男
二
、
女
一

名
）
で
す
。

　
中
立
山
を
九
時
ス
タ
ー
ト
浦
田

～
三
省
～
松
之
山
～
布
川
～
松
里
地

区
を
廻
り
町
民
体
育
館
前
（
予
定
到

着
時
間
十
一
時
五
十
三
分
）
ま
で
の

町
内
一
周
コ
ー
ス
で
総
距
離
三
六
・

六
キ
ロ
、
十
九
区
間
で
競
技
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
午
後
一
時
か
ら
表
彰
な
ど
の
閉
会

式
が
行
わ
れ
、
優
勝
・
準
優
勝
・
三

位
の
チ
ー
ム
に
カ
ッ
プ
と
賞
状
、
四

位
か
ら
六
位
に
楯
と
賞
状
が
、
ま
た

優
勝
チ
ー
ム
全
員
に
賞
状
、
そ
の
他

出
場
者
に
参
加
賞
、
区
間
優
勝
者
に

は
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
四
、
七
、
十
、
十
三
、
十
五
区
間

は
一
斉
ス
タ
i
卜
、
十
八
の
区
間
か

ら
時
間
ト
ー
タ
ル
で
出
発
し
ま
す
。
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浦
田
の
温
泉
掘
さ
く

七
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
増
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会
で
決
め
る

　
浦
田
の
温
泉
掘
削
は
六
月
十
七
日

か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
八
月
十
二
日
五
五
〇
メ

ー
ト
ル
に
達
し
二
回
目
の
電
気
検
層

調
査
が
終
っ
た
の
で
、
八
月
二
＋
一

日
議
会
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
今
後

の
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
五
五

〇
メ
ー
ト
ル
地
点
の
地
熱
は
五
十
二

度
で
順
調
な
温
度
の
上
昇
、
ま
た
、

五
一
六
メ
ー
ト
ル
附
近
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
泥
岩
層
か
ら
砂
岩
に
移
つ
て

き
て
お
り
、
小
さ
な
亀
裂
や
ガ
ス
噴

出
も
み
ら
れ
、
明
る
い
見
通
し
と
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
七
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
増
掘
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
掘
削
総

事
業
費
は
三
、
一
四
〇
万
円
に
な
り
、

四
〇
〇
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
増
掘
費
一
、
二
九
〇
万
円
（
メ
ー
タ

ー
当
り
四
万
三
千
円
）
は
、
九
月
二

十
八
日
の
定
例
議
会
に
上
程
（
補
正

追
加
）
さ
れ
ま
す
。

　
八
月
二
十
九
日
七
〇
〇
メ
ー
タ
ー

に
達
し
最
後
の
仕
上
げ
作
業
（
ボ
ー

リ
ン
グ
抗
内
の
ド
ロ
さ
ら
い
な
ど
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
上
げ
作
業
が
終
了
す
れ
ば

（
終
了
予
定
九
月
上
旬
）
自
墳
す
る

か
ど
う
か
、
又
温
泉
の
量
や
質
、
温

度
な
ど
が
わ
か
る
と
の
こ
と
で
す
。

上越地区高校柔道大会

町民体育館で開催

9月28日29日の2日間

　
上
越
地
区
高
等
学
校
秋
季
柔
道
大

会
が
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
主
催
、

松
之
山
町
教
育
委
員
会
共
催
で
九
月

二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
両
日
松
之

山
町
民
体
育
館
で
上
越
地
区
の
選
手

約
二
百
名
が
出
場
し
し
て
行
な
わ
れ

ま
す
。

　
二
十
八
日
は
団
体
戦
が
、
午
前
十

時
半
よ
り
二
十
九
日
は
個
人
戦
が
午

前
八
時
半
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

行
な
わ
れ
ま
す
。
松
之
山
分
校
か
ら

は
渡
辺
進
（
湯
山
）
久
保
田
武
夫
（
天

水
島
）
樋
口
満
（
兎
口
）
高
橋
一
男

（
中
尾
）
高
橋
稔
（
天
水
島
）
の
五

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
の
で
観
戦

か
た
が
た
応
援
に
お
い
で
下
さ
い
。

特定分収林促進事業

ふる里松之山クラブ

会員募集始まる

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
資
呼
び
掛
け

　
町
有
林
の
立
木
に
都
会
の
人
達
か

ら
出
資
し
て
も
ら
い
、
そ
の
出
資
金

と
町
の
資
金
で
山
林
の
保
育
を
や
り

二
十
年
か
ら
二
十
五
年
後
に
伐
採
時

の
収
益
金
を
配
当
す
る
特
定
分
収
林
－

促
進
事
業
の
「
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ

ブ
」
員
募
集
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
三
千

部
が
こ
の
ほ
ど
出
来
あ
が
り
、
松
之

山
温
泉
旅
館
や
東
京
方
面
な
ど
に
配

布
さ
れ
、
加
入
申
込
み
の
受
け
付
が

始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
越
後
「
松

之
山
」
が
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
に
な

り
ま
す
。
と
い
う
見
出
し
で
は
じ
ま

り
、
町
長
の
あ
い
さ
）
、
観
光
案
内
、

道
路
地
図
、
新
幹
線
ダ
イ
ヤ
、
ク
ラ

ブ
の
会
則
、
入
会
申
し
込
み
書
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
都
会
の
人
た

ち
と
松
之
山
町
民
が
お
た
が
い
に
親

睦
と
理
解
を
深
め
合
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
山
鳩
グ
ル
ー
プ
は
一
人
年

額
三
万
円
、
募
集
会
員
二
〇
〇
名
。

耳
木
蒐
（
み
み
ず
く
）
グ
ル
ー
プ
は
三
〇

万
円
の
一
時
金
で
会
員
一
〇
〇
名
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は

直
接
電
話
か
、
申
し
込
み
書
で
松
之

山
町
振
興
課
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ

事
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

，霧松之山クラブ陛　　
こ♂，．

　　　　　　　　　　　　一
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10月10日
町内一周駅伝大会

距離36．6Km区間19か所
　
第
一
回
松
之
山
町
具
仏
大
会
が
十

月
十
日
「
体
育
の
日
」
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
町
内
各
地
を
小
学
生
か
ら
壮
年
男

女
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
っ
て
走
り
、

地
域
の
連
帯
感
の
高
揚
と
体
力
づ
く

り
活
動
の
必
要
性
と
認
識
を
高
め
、

こ
れ
ら
を
通
じ
活
気
あ
る
町
づ
く
り

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。　
地
区
対
抗
で
各
地
区
ニ
チ
ー
ム
の

合
計
十
チ
ー
ム
、
一
チ
ー
ム
十
九
名

の
選
手
（
小
学
男
二
、
女
一
名
。
中

学
男
二
、
女
一
名
。
高
校
男
二
、
女

一
名
。
青
年
男
三
、
女
一
名
。
成
年

男
二
、
女
一
名
。
壮
年
男
二
、
女
一

名
）
で
す
。

　
中
立
山
を
九
時
ス
タ
ー
ト
浦
田

～
三
省
～
松
之
山
～
布
川
～
松
里
地

区
を
廻
り
町
民
体
育
館
前
（
予
定
到

着
時
間
十
一
時
五
十
三
分
）
ま
で
の

町
内
一
周
コ
ー
ス
で
総
距
離
三
六
・

六
キ
ロ
、
十
九
区
間
で
競
技
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
午
後
一
時
か
ら
表
彰
な
ど
の
閉
会

式
が
行
わ
れ
、
優
勝
・
準
優
勝
・
三

位
の
チ
ー
ム
に
カ
ッ
プ
と
賞
状
、
四

位
か
ら
六
位
に
楯
と
賞
状
が
、
ま
た

優
勝
チ
ー
ム
全
員
に
賞
状
、
そ
の
他

出
場
者
に
参
加
賞
、
区
間
優
勝
者
に

は
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
四
、
七
、
十
、
十
三
、
十
五
区
間

は
一
斉
ス
タ
i
卜
、
十
八
の
区
間
か

ら
時
間
ト
ー
タ
ル
で
出
発
し
ま
す
。

⑦青男1．9k

　　　　　　　⑭小女1．Ok

　＿　　　　　　　　　⑪F重1二男2．5k
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0
り

　
♂
　
　
　
r

へ
、 、

“

－

応援合戦

民体育大会
りから体力づく

　
第
七
回
町
民
体
育
大
会
が
八
月
八

日
松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
｝
、
五
〇
〇

人
の
選
手
に
よ
り
五
地
区
に
別
れ
、

綱
引
き
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー
、
宝
箱

は
こ
び
、
紅
白
玉
入
れ
な
ど
の
競
技

や
民
謡
お
ど
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

も
あ
り
、
地
区
ご
と
の
思
考
こ
ら
し

た
華
や
か
な
応
援
合
戦
も
見
ら
れ
、

晴
天
の
下
で
家
族
み
ん
な
で
楽
し
い

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
結
果
（
入
賞
者
）

八
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

は

翻
関
］

　
　
　
　
　
ー
高
校
卒
業
程
度
－

一
▽
受
付
期
間

　
九
月
十
六
日
か
ら

　
九
月
二
十
九
日
ま
で
　
　
　
　
　
一

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

｝
▽
受
験
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
昭
和
一
二
＋
四
年
四
月
二
日
（
皇

校
学
生
は
昭
和
三
ト
七
年
四
月
二
日
）

一
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
ど
れ

皿
か
一
つ
に
該
当
す
る
も
の
。

｝
ω
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
、
一

　
昭
和
五
十
八
年
三
月
ま
で
に
卒
業

皿
　
す
る
見
込
み
の
者
。

ω
高
等
専
門
学
校
の
第
三
学
年
を
修

、
　
了
し
た
者
又
は
昭
和
五
十
八
年
三

　
月
ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み
の
者
。

⑥
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
、

㎜
者
等
人
事
院
が
ω
と
同
等
の
資
豊

皿
　
が
あ
る
と
認
め
る
者
。

　

『
▽
採
用
予
定
数

　

　
欝
聾
生
　
約
五
。
名
一

　
　
水
路
　
　
　
　
　
約
一
〇
名

一
　
　
燈
台
　
　
　
　
　
　
約
三
〇
名

一
　
　
通
信
　
　
　
　
　
　
約
一
一
〇
名

　
　
航
海
、
機
関
、
主
計
　
約
八
五
名

一
▽
申
込
用
紙
請
求
先

oo
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
－
三

　〒
ー
三
人
事
院
　
関
東
事
務
局

一
　
智
（
〇
三
三
西
⊥
六
一
＝

「
　
　

t
l
ー
　
　
！
」
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華やかな

回町第
は町いる

孟
2

明

饗壌里
ノ

「

自
衛
官
募
　
　
集

教
養
と
技
能
を
身
に
つ
け
な
が
ら

『
将
来
の
生
活
設
計
の
基
礎
作
り
に
励

一
む
健
康
で
明
朗
な
方
を
歓
迎
し
て
い

享
す
．

㎜
▽
二
陸
・
海
・
空
士

一
応
募
資
格
　
十
八
歳
以
上

［
　
・
二
＋
五
繋
満

｝｝
受
付
　
　
常
時
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

一

J

（
在
高
生
に
つ
い
て
は
、
九
月
末
日

ま
で
は
志
願
票
の
み
。

　
在
高
生
の
第
一
回
目
統
一
『
試
験
、

　
十
月
八
日
（
金
）
九
時
よ
り
高
田
■

　
駐
と
ん
地
で
行
な
わ
れ
ま
す
．
）

▽
そ
の
他
の
在
高
生

　
↓
般
曹
候
補
学
生
、
航
空
学
生
、

　
防
衛
大
学
生
、
防
衛
医
科
大
生
、

　
看
護
学
生
、
婦
人
二
陸
、
海
、
空

　
士
▽
入
隊

一
ω
陸
上
は
高
田
及
び
関
東
・
北
海
道
。
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
　
海
上
は
横
須
賀
、
舞
鶴
。
　
　
　

㎜
航
空
は
職
種
に
よ
っ
て
蟹
．
［

ω
陸
上
、
海
上
は
毎
月
一
回
月
末
に

　
入
隊
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
詳
し
く
は

　
自
衛
隊
高
田
募
集
事
務
所

一
台
、
二
一
下
五
こ
七
　
㎜

一
　
　
　
内
線
　
三
六
二
と
三
六
三
　
［

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「

I
r
I
i
ー
…
…
…

…
し
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8昭和57年9月5日

町
民
体
育
大
会
成
績

◎
総
合
成
績

　
一
位
・
松
　
里

　
一
一
位
・
松
之
山

　
三
位
・
布
　
川

　
四
位
・
浦
　
田

　
五
位
二
二
　
省

◎
百
メ
ー
ト
ル
競
走

▼
小
学
男
　
一
組

①
小
野
塚
一
博

久▼
小
学
男
　
二
組

①
村
山
真
男

明▼
中
学
男
　
一
組

①
丸
山
友
和
（
浦
田
）

一三四五〇
一一二六八
点点点点点

　
　
　
　
　
（
布
川
）
②
滝
沢
克

（
松
里
）
③
村
山
一
司
（
浦
田
）

　
　
　
　
（
松
之
山
）
②
高
橋
弘

（
三
省
）
③
重
野
幸
夫
（
布
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
志
賀
渡

（
松
之
山
）
③
室
橋
文
雄
（
布
川
）

▼
中
学
男
　
二
組

①
中
島
豊
（
三
省
）
②
小
口
忠
夫

（
松
之
山
）
③
保
坂
俊
雄
（
浦
田
）

▼
高
校
男
　
一
組

①
佐
藤
茂
（
松
里
）
②
和
久
井
秀
治

（
三
省
）
③
本
山
広
（
浦
田
）

▼
高
校
男
　
二
組

①
佐
藤
正
（
松
里
）
②
若
井
隆
則

（
三
省
）
③
小
堺
弘
行
（
浦
田
）

▼
小
学
女
　
　
組

①
村
山
弓
子
（
松
之
山
）
②
南
雲
由

紀
（
浦
田
）
③
佐
藤
寛
子
（
松
里
）

▼
小
学
女
　
二
組

①
重
野
マ
サ
子
（
布
川
）
②
村
山
章

子
（
松
之
山
）
③
佐
藤
由
生
（
松
里
）

▼
中
学
女
　
一
組

①
高
沢
美
智
子
（
松
之
山
）
②
長
沢

江
美
（
松
里
）
③
本
山
智
子
（
浦
田
）

▼
中
学
女
　
二
組

①
村
山
知
子
（
松
之
山
）
②
久
保
田

栄
子
（
浦
田
）
③
福
原
光
江
（
三
省
）

▼
高
校
女
　
一
組

①
関
谷
さ
ゆ
り
（
松
之
山
）
②
小
野

塚
久
美
子
（
布
川
）
③
相
沢
桃
代

（
三
省
）

▼
高
校
女
　
二
組

①
石
塚
佳
子
（
浦
田
）
②
関
谷
裕
子

（
松
之
山
）
③
小
野
塚
美
由
紀
（
布

川
）
◎
紅
白
玉
入
れ

①
布
川
　
②
松
之
山
　
③
三
省

◎
三
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン

▼
中
学
男

①
相
沢
幸
一
（
三
省
）
②
相
沢
義
和

（
布
川
）
③
津
端
斉
（
松
之
山
）
④

佐
藤
正
利
（
松
里
）
⑤
高
橋
人
己

（
松
里
）
⑥
保
坂
直
樹
（
浦
田
）

▼
高
校
男

①
倉
重
政
栄
（
浦
田
）
②
小
野
塚
覚

（
布
川
）
③
高
橋
亘
（
松
里
）
④
高

橋
幸
男
（
布
川
）
⑤
小
見
幸
則
（
松

之
山
）
⑥
福
原
浩
昭
（
三
省
）

▼
青
　
年

①
村
山
幸
夫
（
布
川
－
②
南
雲
克
美

（
浦
田
）
③
中
島
健
男
（
三
省
）
④

村
山
敬
一
（
松
之
山
）
⑤
村
山
昭
夫

（
松
里
）
⑥
小
野
塚
武
次
（
布
川
）

▼
壮
　
年

①
山
岸
貞
雄
（
松
之
山
）
②
高
橋
重

敏
（
松
里
）
③
小
野
塚
壮
文
松
里
）

④
佐
藤
久
二
（
浦
田
）
⑤
重
野
進

（
布
川
）
⑥
山
岸
敏
雄
（
松
之
山
）

▼
中
学
女
子

①
本
山
晴
子
（
浦
田
）
②
小
堺
ユ
リ

子
（
浦
田
）

▼
高
校
女
子

①
相
沢
節
子
（
三
省
）
②
相
沢
桃
代

（
三
省
）
③
村
山
礼
子
（
布
川
）

◎
宝
箱
は
こ
び

①
松
里
　
②
布
川
　
③
浦
田

◎
障
害
物
リ
レ
ー

①
三
省
・
松
里
　
③
松
之
山

◎
砲
丸
投
げ
（
4
1
歳
以
上
）

①
福
原
利
義
（
三
省
）
②
田
辺
伸
一

（
松
之
山
）
③
高
橋
松
己
（
松
里
）

◎
走
り
高
跳

①
福
原
浩
昭
（
三
省
）
②
佐
藤
正
徳

（
松
里
）
③
田
辺
清
貴
（
三
省
）

一

　
　
　
　
　
　
罐

，
慨
恥

　
　
　
　
鰺
・

◎
綱
引
き

①
松
里
　
②
松
之
山

◎
玉
は
こ
び
リ
レ
ー

①
松
里
　
②
浦
田
　
③
布
川

◎
走
れ
銀
輪

①
布
川
　
②
松
里
　
③
松
之
山

◎
女
子
リ
レ
ー

①
松
里
　
②
浦
田
　
③
松
之
山

◎
男
子
リ
レ
ー

①
松
里
　
②
松
之
山
　
③
布
川

1　児童扶養手当・特別児童扶養手当の　　1

レ，7鵡羅られ篁ヨ
　児童扶養手当は、父と生計を共にしていない児童を養育する人（母または母以

外の養育者）に支給される手当です。

　また、特別児童扶養手当は、障害児を養育する人（父か母または父母以外の養

育者）に支給される手当です。

　この二つの手当の支給額が改定され、昭和57年9月分から増額されます。改定

額は次のとおりです。

鶴，3方1，200円→3万2，700円

3万6，200円→3万7，700円

児童扶養手当

　　　　　　●養育児童1人の場合

　　　　　　●養育児童2入の場合

6
3万6，000円→3万7，700円

2万4，000円→2万5，100円

特別児童扶養手当

　　　　　　　●⊥級障害児童の場合

　　　　　　　●2級障害児童の場合
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「
訓
イ
ペ
ー
ス
姻

学
べ
る
通
信
講
座
」

’》”κ学園

秋の受講生募集

　
N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
五
十
七

年
秋
の
社
会
通
信
講
座
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ

ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も

自
宅
に
い
な
が
ら
都
合
の
よ
い
時
間

に
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
学
べ
ま
す
。

　
主
婦
の
方
、
お
勤
め
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
企
業
の
社
員
研
修
や
ク
ラ
ブ

活
動
、
地
域
の
婦
人
学
級
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
講
座
は
、
十
一
課
目
三
十
四
コ
ー

ス
で
、
自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ
ー

ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の

講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
学
習

が
終
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

お
り
、
受
講
者
の
学
習
の
進
み
方
に

応
じ
て
調
整
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
受
講
資
格
・
ど
な
た
で
も

◎
申
込
受
付
・
九
月
三
十
日
ま
で

◎
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は

86
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
一
一
の
三
六

　〒
　
N
H
K
学
園
社
会
通
信
教
育
係

　
案
内
書
の
送
料
は
無
料
で
す
の
で

ハ
ガ
キ
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▽
書
道
（
4
コ
ー
ス
）
　
　
一
か
年

　
受
講
料
　
　
　
二
一
、
O
O
O
円

▽
硬
筆
（
4
コ
ー
ス
）
　
　
六
か
月

　
　
　
　
　
　
　
九
、
五
〇
〇
円

▽
母
と
子
の
硬
筆
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
月
　
　
　
　
九
、

▽
簿
記
（
3
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
俳
句
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
文
章
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
絵
画
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
一
三
、

▽
囲
碁
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
英
語
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
数
学
（
ー
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
国
語
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

（
受
講
料
は
そ
れ
ぞ
れ
一

五
〇
〇
円

　
六
か
月

五
〇
〇
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

○
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

○
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

コ
ー
ス
の

教
材
費
を
含
む
す
べ
て
の
費
用
で
す
）

づマのマリマ　マ　マのを　マづマびか

健康づくりの食生活
のの　ふのムやム　ののムのム　ムやム　

　昼食は手づくりの弁当で

　昼食は1日の活動の中心となる食事ですから、

できるだけ充実した献立内容にしたいものです。

夕食までの長い午後に備えて、腹持ちが良く、し

かも、栄養的にバランスのとれた昼食をとる必要

があります。

　しかし、最近、サラリーマンや学生の間には昼

食を軽く見る傾向があるようです。その一つの表

れが、弁当を持参する人がだんだん減り、外食を

する人が相変わらず多いことです。弁当には、食

べる人に合わせて必要な栄養素を盛り込むことが

でき、しかも経済的という大きな利点があります。

　厚生省の国民栄養調査によると、男女とも昼食

時は外食が多く、男32％、女14％の人が毎日のよ

うに外食をしています。外食の内容では、和食や

そば、うどん類の多いのが目立ちます。

　外食は費用がかさむことなどから、どうしても

カレーライスとかそば1杯など軽いもので済ませ

がちですが、こうした昼食では野菜、果実類が不

足しがちです。それに、スタミナを持続させるた

めの動物性タンパク質も足りません。ラーメン1

杯だけといった昼食の場合は、牛乳、チーズなど

の良質のタンパク質やみかん、いちこ、りんごな

どの果実類または生野菜をとり、栄養のバランス

かじ）見て欠けているものを補うことが必要です。

　こうした点から考えると、サラリーマンなどの

昼食には、やさしい心情があふれる手づくりの弁

当が一番です。

　とはいえ、一般的に弁当の場合、どうしても食

品的に偏る傾向がありますので、できるだけ多く

の食品を組み合わせ、栄養のバランスを考える必

要があります。

　暑い時期は食中毒が発生する危険がありますか

ら、鮮度や味付けに気を付けることが大切です。

　
　
老
人
健
康
診
査

　
老
人
の
病
気
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
役
立
て
る
た
め
六
十
五

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
の
で
、
受

診
下
さ
い
。
時
間
は
午
後
一
時
か
ら

で
す
。

6
日
（
月
）
松
之
山
診
療
所

　
　
黒
倉
、
兎
口
、
新
山

7
日
（
火
）
湯
本
出
張
診
療
所

　
　
湯
本

8
日
（
水
）
松
之
山
診
療
所

　
　
松
之
山

9
日
（
木
）
浦
田
出
張
診
療
所

　
　
藤
原
、
■
曽
根
、
新
田
、
上
之
山

　
　
西
之
前

10

日
（
金
）
松
之
山
診
療
所

　
　
上
蝦
池
、
東
川
、
中
尾
、
藤
倉

13

日
（
月
）
松
之
山
診
療
所

　
　
下
蝦
池
、
五
十
子
平
、
坪
野
、

　
　
赤
倉
、
東
山

14

日
（
火
）
湯
本
出
張
診
療
所

　
　
天
水
越

16

日
（
木
）
松
之
山
診
療
所

　
　
下
川
手
、
上
川
手

21

日
（
火
）
湯
本
出
張
診
療
所

　
　
天
水
島

22

日
（
水
）
浦
田
出
張
診
療
所

　
　
中
立
山
、
田
麦
立
、
月
池
、
坂
中

24

日
（
金
）
浦
田
出
張
診
療
所

　
　
豊
田
、
北
浦
田
、
湯
之
島

27

日
（
月
）
松
之
山
診
療
所

　
　
小
谷
、
水
梨
、
大
荒
戸

28

日
（
火
）
松
之
山
診
療
所

　
　
湯
山
、
光
間
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町
民
体
育
大
会
成
績

◎
総
合
成
績

　
一
位
・
松
　
里

　
一
一
位
・
松
之
山

　
三
位
・
布
　
川

　
四
位
・
浦
　
田

　
五
位
二
二
　
省

◎
百
メ
ー
ト
ル
競
走

▼
小
学
男
　
一
組

①
小
野
塚
一
博

久▼
小
学
男
　
二
組

①
村
山
真
男

明▼
中
学
男
　
一
組

①
丸
山
友
和
（
浦
田
）

一三四五〇
一一二六八
点点点点点

　
　
　
　
　
（
布
川
）
②
滝
沢
克

（
松
里
）
③
村
山
一
司
（
浦
田
）

　
　
　
　
（
松
之
山
）
②
高
橋
弘

（
三
省
）
③
重
野
幸
夫
（
布
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
志
賀
渡

（
松
之
山
）
③
室
橋
文
雄
（
布
川
）

▼
中
学
男
　
二
組

①
中
島
豊
（
三
省
）
②
小
口
忠
夫

（
松
之
山
）
③
保
坂
俊
雄
（
浦
田
）

▼
高
校
男
　
一
組

①
佐
藤
茂
（
松
里
）
②
和
久
井
秀
治

（
三
省
）
③
本
山
広
（
浦
田
）

▼
高
校
男
　
二
組

①
佐
藤
正
（
松
里
）
②
若
井
隆
則

（
三
省
）
③
小
堺
弘
行
（
浦
田
）

▼
小
学
女
　
　
組

①
村
山
弓
子
（
松
之
山
）
②
南
雲
由

紀
（
浦
田
）
③
佐
藤
寛
子
（
松
里
）

▼
小
学
女
　
二
組

①
重
野
マ
サ
子
（
布
川
）
②
村
山
章

子
（
松
之
山
）
③
佐
藤
由
生
（
松
里
）

▼
中
学
女
　
一
組

①
高
沢
美
智
子
（
松
之
山
）
②
長
沢

江
美
（
松
里
）
③
本
山
智
子
（
浦
田
）

▼
中
学
女
　
二
組

①
村
山
知
子
（
松
之
山
）
②
久
保
田

栄
子
（
浦
田
）
③
福
原
光
江
（
三
省
）

▼
高
校
女
　
一
組

①
関
谷
さ
ゆ
り
（
松
之
山
）
②
小
野

塚
久
美
子
（
布
川
）
③
相
沢
桃
代

（
三
省
）

▼
高
校
女
　
二
組

①
石
塚
佳
子
（
浦
田
）
②
関
谷
裕
子

（
松
之
山
）
③
小
野
塚
美
由
紀
（
布

川
）
◎
紅
白
玉
入
れ

①
布
川
　
②
松
之
山
　
③
三
省

◎
三
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン

▼
中
学
男

①
相
沢
幸
一
（
三
省
）
②
相
沢
義
和

（
布
川
）
③
津
端
斉
（
松
之
山
）
④

佐
藤
正
利
（
松
里
）
⑤
高
橋
人
己

（
松
里
）
⑥
保
坂
直
樹
（
浦
田
）

▼
高
校
男

①
倉
重
政
栄
（
浦
田
）
②
小
野
塚
覚

（
布
川
）
③
高
橋
亘
（
松
里
）
④
高

橋
幸
男
（
布
川
）
⑤
小
見
幸
則
（
松

之
山
）
⑥
福
原
浩
昭
（
三
省
）

▼
青
　
年

①
村
山
幸
夫
（
布
川
－
②
南
雲
克
美

（
浦
田
）
③
中
島
健
男
（
三
省
）
④

村
山
敬
一
（
松
之
山
）
⑤
村
山
昭
夫

（
松
里
）
⑥
小
野
塚
武
次
（
布
川
）

▼
壮
　
年

①
山
岸
貞
雄
（
松
之
山
）
②
高
橋
重

敏
（
松
里
）
③
小
野
塚
壮
文
松
里
）

④
佐
藤
久
二
（
浦
田
）
⑤
重
野
進

（
布
川
）
⑥
山
岸
敏
雄
（
松
之
山
）

▼
中
学
女
子

①
本
山
晴
子
（
浦
田
）
②
小
堺
ユ
リ

子
（
浦
田
）

▼
高
校
女
子

①
相
沢
節
子
（
三
省
）
②
相
沢
桃
代

（
三
省
）
③
村
山
礼
子
（
布
川
）

◎
宝
箱
は
こ
び

①
松
里
　
②
布
川
　
③
浦
田

◎
障
害
物
リ
レ
ー

①
三
省
・
松
里
　
③
松
之
山

◎
砲
丸
投
げ
（
4
1
歳
以
上
）

①
福
原
利
義
（
三
省
）
②
田
辺
伸
一

（
松
之
山
）
③
高
橋
松
己
（
松
里
）

◎
走
り
高
跳

①
福
原
浩
昭
（
三
省
）
②
佐
藤
正
徳

（
松
里
）
③
田
辺
清
貴
（
三
省
）

一

　
　
　
　
　
　
罐

，
慨
恥

　
　
　
　
鰺
・

◎
綱
引
き

①
松
里
　
②
松
之
山

◎
玉
は
こ
び
リ
レ
ー

①
松
里
　
②
浦
田
　
③
布
川

◎
走
れ
銀
輪

①
布
川
　
②
松
里
　
③
松
之
山

◎
女
子
リ
レ
ー

①
松
里
　
②
浦
田
　
③
松
之
山

◎
男
子
リ
レ
ー

①
松
里
　
②
松
之
山
　
③
布
川

1　児童扶養手当・特別児童扶養手当の　　1

レ，7鵡羅られ篁ヨ
　児童扶養手当は、父と生計を共にしていない児童を養育する人（母または母以

外の養育者）に支給される手当です。

　また、特別児童扶養手当は、障害児を養育する人（父か母または父母以外の養

育者）に支給される手当です。

　この二つの手当の支給額が改定され、昭和57年9月分から増額されます。改定

額は次のとおりです。

鶴，3方1，200円→3万2，700円

3万6，200円→3万7，700円

児童扶養手当

　　　　　　●養育児童1人の場合

　　　　　　●養育児童2入の場合

6
3万6，000円→3万7，700円

2万4，000円→2万5，100円

特別児童扶養手当

　　　　　　　●⊥級障害児童の場合

　　　　　　　●2級障害児童の場合
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「
訓
イ
ペ
ー
ス
姻

学
べ
る
通
信
講
座
」

’》”κ学園

秋の受講生募集

　
N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
五
十
七

年
秋
の
社
会
通
信
講
座
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ

ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も

自
宅
に
い
な
が
ら
都
合
の
よ
い
時
間

に
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
学
べ
ま
す
。

　
主
婦
の
方
、
お
勤
め
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
企
業
の
社
員
研
修
や
ク
ラ
ブ

活
動
、
地
域
の
婦
人
学
級
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
講
座
は
、
十
一
課
目
三
十
四
コ
ー

ス
で
、
自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ
ー

ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の

講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
学
習

が
終
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

お
り
、
受
講
者
の
学
習
の
進
み
方
に

応
じ
て
調
整
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
受
講
資
格
・
ど
な
た
で
も

◎
申
込
受
付
・
九
月
三
十
日
ま
で

◎
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は

86
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
一
一
の
三
六

　〒
　
N
H
K
学
園
社
会
通
信
教
育
係

　
案
内
書
の
送
料
は
無
料
で
す
の
で

ハ
ガ
キ
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▽
書
道
（
4
コ
ー
ス
）
　
　
一
か
年

　
受
講
料
　
　
　
二
一
、
O
O
O
円

▽
硬
筆
（
4
コ
ー
ス
）
　
　
六
か
月

　
　
　
　
　
　
　
九
、
五
〇
〇
円

▽
母
と
子
の
硬
筆
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
月
　
　
　
　
九
、

▽
簿
記
（
3
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
俳
句
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
文
章
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
絵
画
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
一
三
、

▽
囲
碁
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
英
語
（
4
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
数
学
（
ー
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

▽
国
語
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、

（
受
講
料
は
そ
れ
ぞ
れ
一

五
〇
〇
円

　
六
か
月

五
〇
〇
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

○
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

○
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

　
六
か
月

O
O
O
円

コ
ー
ス
の

教
材
費
を
含
む
す
べ
て
の
費
用
で
す
）

づマのマリマ　マ　マのを　マづマびか

健康づくりの食生活
のの　ふのムやム　ののムのム　ムやム　

　昼食は手づくりの弁当で

　昼食は1日の活動の中心となる食事ですから、

できるだけ充実した献立内容にしたいものです。

夕食までの長い午後に備えて、腹持ちが良く、し

かも、栄養的にバランスのとれた昼食をとる必要

があります。

　しかし、最近、サラリーマンや学生の間には昼

食を軽く見る傾向があるようです。その一つの表

れが、弁当を持参する人がだんだん減り、外食を

する人が相変わらず多いことです。弁当には、食

べる人に合わせて必要な栄養素を盛り込むことが

でき、しかも経済的という大きな利点があります。

　厚生省の国民栄養調査によると、男女とも昼食

時は外食が多く、男32％、女14％の人が毎日のよ

うに外食をしています。外食の内容では、和食や

そば、うどん類の多いのが目立ちます。

　外食は費用がかさむことなどから、どうしても

カレーライスとかそば1杯など軽いもので済ませ

がちですが、こうした昼食では野菜、果実類が不

足しがちです。それに、スタミナを持続させるた

めの動物性タンパク質も足りません。ラーメン1

杯だけといった昼食の場合は、牛乳、チーズなど

の良質のタンパク質やみかん、いちこ、りんごな

どの果実類または生野菜をとり、栄養のバランス

かじ）見て欠けているものを補うことが必要です。

　こうした点から考えると、サラリーマンなどの

昼食には、やさしい心情があふれる手づくりの弁

当が一番です。

　とはいえ、一般的に弁当の場合、どうしても食

品的に偏る傾向がありますので、できるだけ多く

の食品を組み合わせ、栄養のバランスを考える必

要があります。

　暑い時期は食中毒が発生する危険がありますか

ら、鮮度や味付けに気を付けることが大切です。

　
　
老
人
健
康
診
査

　
老
人
の
病
気
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
役
立
て
る
た
め
六
十
五

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
の
で
、
受

診
下
さ
い
。
時
間
は
午
後
一
時
か
ら

で
す
。

6
日
（
月
）
松
之
山
診
療
所

　
　
黒
倉
、
兎
口
、
新
山

7
日
（
火
）
湯
本
出
張
診
療
所

　
　
湯
本

8
日
（
水
）
松
之
山
診
療
所

　
　
松
之
山

9
日
（
木
）
浦
田
出
張
診
療
所

　
　
藤
原
、
■
曽
根
、
新
田
、
上
之
山

　
　
西
之
前

10

日
（
金
）
松
之
山
診
療
所

　
　
上
蝦
池
、
東
川
、
中
尾
、
藤
倉

13

日
（
月
）
松
之
山
診
療
所

　
　
下
蝦
池
、
五
十
子
平
、
坪
野
、

　
　
赤
倉
、
東
山

14

日
（
火
）
湯
本
出
張
診
療
所

　
　
天
水
越

16

日
（
木
）
松
之
山
診
療
所

　
　
下
川
手
、
上
川
手

21

日
（
火
）
湯
本
出
張
診
療
所

　
　
天
水
島

22

日
（
水
）
浦
田
出
張
診
療
所

　
　
中
立
山
、
田
麦
立
、
月
池
、
坂
中

24

日
（
金
）
浦
田
出
張
診
療
所

　
　
豊
田
、
北
浦
田
、
湯
之
島

27

日
（
月
）
松
之
山
診
療
所

　
　
小
谷
、
水
梨
、
大
荒
戸

28

日
（
火
）
松
之
山
診
療
所

　
　
湯
山
、
光
間
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お
年
寄
り
と
心
の
健
康

　
わ
が
国
の
お
年
寄
り
（
6
5
歳
以
上
）

は
1
千
万
人
を
越
え
、
総
人
口
の
約

9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
二
の
割
合

は
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と
み

ら
れ
、
33
年
後
の
昭
和
9
0
年
に
は
2
0

％
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
5
人
に
i
人
が
お
年
寄
り
の
高
齢

者
間
題
は
今
や
国
民
全
体
の
課
題
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
9
月
巴
日
は
「
敬
老
の
日
」
巴
日
か

ら
創
目
は
「
老
人
福
祉
週
問
」
で
す
。

お
年
寄
り
と
心
の
健
康
に
つ
い
て
、

長
谷
川
和
夫
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大

学
教
授
（
精
神
科
学
）
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
教
授
・
精
神
科
学

　
　
　
　
長
谷
川

　
　
　
　
　
和
夫

　
お
年
寄
り
が
、
体
の
病
気
を
苦
に

し
て
自
ら
の
命
を
断
つ
と
い
っ
た
痛

ま
し
い
記
事
が
新
聞
な
ど
に
出
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
、
う
つ
状
態
に
よ

る
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
ま

す
。

単
な
る
善
葉
の
励
ま
し
は

か
え
っ
て
自
信
失
わ
せ
る

　
健
全
な
精
神
は
健
全
な
肉
体
に
宿

る
と
言
い
ま
す
が
、
心
と
体
は
密
接

な
関
連
を
持
っ
て
お
り
、
体
の
病
気

が
精
神
疾
患
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
お
年
寄
り
の
場
合
は

風
邪
を
ひ
い
て
寝
込
ん
だ
り
、
手
術

な
ど
で
し
ば
ら
く
入
院
し
た
り
す
る

と
、
う
つ
病
や
ボ
ケ
症
状
に
な
り
や

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
年
を
取
っ
た
ら
健
康
に
十

分
注
意
し
、
重
い
病
気
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
”
心
の
健
康
”

を
保
つ
上
で
何
よ
り
も
大
切
な
条
件

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

生
活
環
境
の
変
化
が

原
因
と
な
る
こ
と
も
・

心
の
病
気
で

一
番
多
い
の
は
「
う
つ
病
」

　
体
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

精
神
疾
患
の
う
ち
で
最
も
多
い
の
が
、

う
つ
状
態
（
う
っ
病
）
で
す
。

　
う
つ
状
態
に
な
る
と
、
人
間
や
物

事
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
、
顔
の
表

情
や
声
に
も
生
き
生
き
と
し
た
と
こ

ろ
が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
不

眠
に
陥
っ
た
り
、
不
安
感
に
お
そ
わ

れ
た
り
、
食
欲
が
極
端
に
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
う
つ
状
態
を
引
き
起
こ
す
要
因
と

な
る
の
は
、
体
の
病
気
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
や
社
会
的
状
況
の
急
激
な
変

化
も
、
う
つ
状
態
を
生
む
原
因
の
一

つ
で
す
。

　
例
え
ば
、
定
年
退
職
に
よ
っ
て
経

済
的
自
立
が
困
難
に
な
る
と
同
時
に

社
会
的
な
つ
な
が
り
を
失
い
、
と
き

に
は
生
き
る
目
的
す
ら
見
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
老
人
の
場

合
、
こ
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
損
失
体

験
が
重
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
の
で
複

合
性
損
失
と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
が
高
じ
、
う
つ
状
態
に
陥
っ
た
り

強
い
被
害
者
意
識
に
か
か
っ
た
り
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
う
つ
状
態
に
あ
る
お
年
寄
り
は
、

自
分
自
身
を
”
本
当
に
だ
め
だ
”
と

思
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
単
な
る

言
葉
の
上
で
の
慰
め
や
励
ま
し
は
、

か
え
っ
て
自
信
を
失
わ
せ
る
結
果
に

終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な

こ
と
は
、
例
え
ば
「
今
は
病
気
で
苦

し
い
が
、
き
っ
と
良
く
な
り
ま
す
。

し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
す
よ
」
と
い
っ

た
よ
う
に
、
ま
ず
、
お
年
寄
り
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
そ
っ
く
り
受
け

入
れ
、
そ
の
上
で
励
ま
し
、
支
持
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

家
族
の
一
員
と
し
て
の

役
割
を
与
え
よ
う

　
老
人
の
う
つ
状
態
で
は
、
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
一
見
、
痴
呆

の
よ
う
に
見
え
ま
す
の
で
、
仮
性
痴

呆
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
く

ま
で
も
仮
性
、
つ
ま
り
痴
呆
の
よ
う

な
状
態
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
脳
の
老

化
や
血
管
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
老

人
の
痴
呆
と
は
異
な
り
う
つ
病
が
治

れ
ば
、
仮
性
痴
呆
は
治
り
ま
す
。

　
ま
た
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
「
あ
ん
た
は
ボ
ケ
た

ん
．
　
ら
」
と
痴
呆
扱
い
さ
れ
、
家

休
　
　
診
　
　
九
月

　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所

9
月
4
日
（
土
）
医
師
都
合

n
日
（
土
）
指
定
休
日

18

日
（
土
）
医
師
都
合

20

日
（
月
）
医
師
都
合

◎
毎
週
火
曜
日
、
湯
本
出
張
日
、

◎
9
月
2
日
、
1
6
日
、
3
0
日
は

　
　
　
　
　
　
東
川
出
張
日

◎
9
月
9
日
　
　
浦
田
出
張
日

患
者
輸
送
　
九
月

o
東
川
地
区

▽
木
曜
日
（
東
川
出
張
日
）

　
2
日
、
6
日
、
0
日

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
3

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
6
日

o
浦
田
地
区

▽
木
曜
日
（
浦
田
出
張
日
）

　
9
日

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
1
3
日
、
2
7
日

■
松
口
地
区

▽
金
曜
日

　
3
日
、
1
0
日
、
1
7
日
、
24
日

■
三
省
地
区

　
－
日
、
8
日
、
2
2
日
、
29
日
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「敬老の日Jに寄せて

9月15日～21日

族
の
枠
か
ら
は
ず
き
　
り
こ
と
ほ
ど
、

お
年
寄
り
に
と
っ
て
悲
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
体
の
許
す
限
り
適
度
な
運
動
を
さ

せ
、
た
と
え
庭
の
掃
除
当
番
で
も
い

い
で
す
か
ら
、
家
族
の
一
員
と
し
て

の
役
割
を
与
え
る
こ
と
。
同
時
に
、

他
人
と
の
交
際
や
社
会
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
家
族
み
ん
な
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
こ

と
が
、
ボ
ケ
を
防
ぐ
大
切
な
条
件
で
す
。

お
年
寄
り
の

能
力
に
応
じ
た
手
助
け
を

　
お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
潜
在
的
な
適
応
能
力
が
あ
り

ま
議
　
を
の
能
力
に
応
じ
て
お
年
寄

り
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
こ
そ
、
周

り
に
い
る
わ
た
し
た
ち
の
責
任
と
言

え
る
で
し
よ
う
。

　
老
年
期
は
、
や
が
て
は
だ
れ
に
も

訪
れ
ま
す
。
お
年
寄
り
と
心
の
健
康

は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
テ

ー
マ
な
の
で
す
．
　
　
　
　
（
談
）

文
化
財
総
合
調
査

“
松
代
・
松
之
山
”
刊
行

　松之山町の

　長寿者ベスト20
　　　　　　　　9月1日現在

1村山吉ノ（坪　野）101歳

2　佐藤トヨ（藤内名）　93〃

3　福原タマ（天水越）　93〃

4　畔原タミ（北浦田）　92〃

5　村山正吉（湯　本）　92〃

6　高橋和平（中　尾）　91〃

7　村山カツ（赤　倉）　91〃

8　志賀キノイ（五十子平）90〃

9　小林勘治（湯　山）　89〃

10　保坂タツ（松　口）　89〃

11　相沢サツ（小　谷）　89〃

12　高橋秀勝（新　山）　89〃

13　渡辺治作（東　山）　89〃

14　久保田徳松（湯之島）89〃

15　高橋熊治（天水島）　88〃

16　佐藤ノブ（松之山）　88〃

17　樋口福太郎（湯山）　87〃

18　村山ヒロ（五十子平）87〃

19　佐藤クメ（天水越）　87〃

20　小野塚ムメ（光間）　87〃

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前9時半～午後4時半（平日）

士曜日は正午まで

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

◎弁護士相談目：毎週水曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

新潟市本町通七番町1082興亜火災新潟支店ビル5階

　　　　　　（新堀通り本町角）新潟調査事務所内

　　　　魯0252－25－1851（直通）0252－25－2225

　　　電話のこ相談もお受けします

第32回新潟県勤労者

　　　　　　　　　　美術展作品募集

　勤労者が余暇を利用して創作した作品を展示す

ることにより、創作意欲を高め、美術を通じて明

るい職場づくりを目的として、新潟県、新潟市、

県労政協会の主催で開催されますので、ふるって

応募してください。

＊会期10月21日から10月24日まで

＊会場　新潟市、新潟県美術博物館

＊作品　日本画、洋画、彫塑、工芸、書、写真の

　6部門

＊応募資格、県内の事業所等に勤務する者で、応

　募部門についての作品の製作及び教えることを

　職業としない人。

＊応募　所定の申込書により9月1日から10月9

　日までに住所又は勤務地を管轄する支庁、労政

　事務所へ申し込んでください。

　
松
之
山
郷
の
地
質
・
生
物
・
考
古
・

歴
史
・
民
俗
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、

総
合
的
・
組
織
的
な
学
術
調
査
を
県

教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
松
代
・
松

之
山
文
化
財
総
合
調
査
の
成
果
を
新

潟
県
文
化
財
年
報
第
一
四
集
と
し
て

刊
行
し
た
も
の
で
す
。

　
近
年
の
社
会
情
況
か
ら
み
て
、
急

速
な
変
容
が
予
想
さ
れ
る
松
之
山
の

自
然
と
人
文
に
つ
い
て
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
資
料
で
す
。
ま
た
、
文
化

財
保
護
行
政
の
上
で
広
く
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
B
5
判
・
二
六
七
ぺ
ー
ジ

　
一
冊
・
三
千
円
（
一
二
〇
冊
の
み
）

　
ご
希
望
の
方
は
町
公
民
館
ま
で
お

申
込
く
だ
さ
い
。

　
交
通
三
悪
を
追
放

　
町
内
で
飲
酒
運
転
で
警
察
の
取
締

り
を
受
け
た
方
が
多
く
で
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
杜
会
悪
で
あ
る
こ
と
を

お
互
に
認
識
し
、
家
庭
・
職
場
・
地

域
か
ら
絶
対
に
出
さ
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
運
転
者
は
、
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
、
一
時
不
停
止
の
交

通
三
悪
を
追
放
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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お
年
寄
り
と
心
の
健
康

　
わ
が
国
の
お
年
寄
り
（
6
5
歳
以
上
）

は
1
千
万
人
を
越
え
、
総
人
口
の
約

9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
二
の
割
合

は
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と
み

ら
れ
、
33
年
後
の
昭
和
9
0
年
に
は
2
0

％
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
5
人
に
i
人
が
お
年
寄
り
の
高
齢

者
間
題
は
今
や
国
民
全
体
の
課
題
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
9
月
巴
日
は
「
敬
老
の
日
」
巴
日
か

ら
創
目
は
「
老
人
福
祉
週
問
」
で
す
。

お
年
寄
り
と
心
の
健
康
に
つ
い
て
、

長
谷
川
和
夫
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大

学
教
授
（
精
神
科
学
）
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
教
授
・
精
神
科
学

　
　
　
　
長
谷
川

　
　
　
　
　
和
夫

　
お
年
寄
り
が
、
体
の
病
気
を
苦
に

し
て
自
ら
の
命
を
断
つ
と
い
っ
た
痛

ま
し
い
記
事
が
新
聞
な
ど
に
出
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
、
う
つ
状
態
に
よ

る
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
ま

す
。

単
な
る
善
葉
の
励
ま
し
は

か
え
っ
て
自
信
失
わ
せ
る

　
健
全
な
精
神
は
健
全
な
肉
体
に
宿

る
と
言
い
ま
す
が
、
心
と
体
は
密
接

な
関
連
を
持
っ
て
お
り
、
体
の
病
気

が
精
神
疾
患
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
お
年
寄
り
の
場
合
は

風
邪
を
ひ
い
て
寝
込
ん
だ
り
、
手
術

な
ど
で
し
ば
ら
く
入
院
し
た
り
す
る

と
、
う
つ
病
や
ボ
ケ
症
状
に
な
り
や

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
年
を
取
っ
た
ら
健
康
に
十

分
注
意
し
、
重
い
病
気
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
”
心
の
健
康
”

を
保
つ
上
で
何
よ
り
も
大
切
な
条
件

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

生
活
環
境
の
変
化
が

原
因
と
な
る
こ
と
も
・

心
の
病
気
で

一
番
多
い
の
は
「
う
つ
病
」

　
体
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

精
神
疾
患
の
う
ち
で
最
も
多
い
の
が
、

う
つ
状
態
（
う
っ
病
）
で
す
。

　
う
つ
状
態
に
な
る
と
、
人
間
や
物

事
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
、
顔
の
表

情
や
声
に
も
生
き
生
き
と
し
た
と
こ

ろ
が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
不

眠
に
陥
っ
た
り
、
不
安
感
に
お
そ
わ

れ
た
り
、
食
欲
が
極
端
に
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
う
つ
状
態
を
引
き
起
こ
す
要
因
と

な
る
の
は
、
体
の
病
気
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
や
社
会
的
状
況
の
急
激
な
変

化
も
、
う
つ
状
態
を
生
む
原
因
の
一

つ
で
す
。

　
例
え
ば
、
定
年
退
職
に
よ
っ
て
経

済
的
自
立
が
困
難
に
な
る
と
同
時
に

社
会
的
な
つ
な
が
り
を
失
い
、
と
き

に
は
生
き
る
目
的
す
ら
見
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
老
人
の
場

合
、
こ
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
損
失
体

験
が
重
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
の
で
複

合
性
損
失
と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
が
高
じ
、
う
つ
状
態
に
陥
っ
た
り

強
い
被
害
者
意
識
に
か
か
っ
た
り
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
う
つ
状
態
に
あ
る
お
年
寄
り
は
、

自
分
自
身
を
”
本
当
に
だ
め
だ
”
と

思
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
単
な
る

言
葉
の
上
で
の
慰
め
や
励
ま
し
は
、

か
え
っ
て
自
信
を
失
わ
せ
る
結
果
に

終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な

こ
と
は
、
例
え
ば
「
今
は
病
気
で
苦

し
い
が
、
き
っ
と
良
く
な
り
ま
す
。

し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
す
よ
」
と
い
っ

た
よ
う
に
、
ま
ず
、
お
年
寄
り
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
そ
っ
く
り
受
け

入
れ
、
そ
の
上
で
励
ま
し
、
支
持
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

家
族
の
一
員
と
し
て
の

役
割
を
与
え
よ
う

　
老
人
の
う
つ
状
態
で
は
、
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
一
見
、
痴
呆

の
よ
う
に
見
え
ま
す
の
で
、
仮
性
痴

呆
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
く

ま
で
も
仮
性
、
つ
ま
り
痴
呆
の
よ
う

な
状
態
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
脳
の
老

化
や
血
管
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
老

人
の
痴
呆
と
は
異
な
り
う
つ
病
が
治

れ
ば
、
仮
性
痴
呆
は
治
り
ま
す
。

　
ま
た
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
「
あ
ん
た
は
ボ
ケ
た

ん
．
　
ら
」
と
痴
呆
扱
い
さ
れ
、
家

休
　
　
診
　
　
九
月

　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所

9
月
4
日
（
土
）
医
師
都
合

n
日
（
土
）
指
定
休
日

18

日
（
土
）
医
師
都
合

20

日
（
月
）
医
師
都
合

◎
毎
週
火
曜
日
、
湯
本
出
張
日
、

◎
9
月
2
日
、
1
6
日
、
3
0
日
は

　
　
　
　
　
　
東
川
出
張
日

◎
9
月
9
日
　
　
浦
田
出
張
日

患
者
輸
送
　
九
月

o
東
川
地
区

▽
木
曜
日
（
東
川
出
張
日
）

　
2
日
、
6
日
、
0
日

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
3

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
6
日

o
浦
田
地
区

▽
木
曜
日
（
浦
田
出
張
日
）

　
9
日

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
1
3
日
、
2
7
日

■
松
口
地
区

▽
金
曜
日

　
3
日
、
1
0
日
、
1
7
日
、
24
日

■
三
省
地
区

　
－
日
、
8
日
、
2
2
日
、
29
日
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「敬老の日Jに寄せて

9月15日～21日

族
の
枠
か
ら
は
ず
き
　
り
こ
と
ほ
ど
、

お
年
寄
り
に
と
っ
て
悲
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
体
の
許
す
限
り
適
度
な
運
動
を
さ

せ
、
た
と
え
庭
の
掃
除
当
番
で
も
い

い
で
す
か
ら
、
家
族
の
一
員
と
し
て

の
役
割
を
与
え
る
こ
と
。
同
時
に
、

他
人
と
の
交
際
や
社
会
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
家
族
み
ん
な
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
こ

と
が
、
ボ
ケ
を
防
ぐ
大
切
な
条
件
で
す
。

お
年
寄
り
の

能
力
に
応
じ
た
手
助
け
を

　
お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
潜
在
的
な
適
応
能
力
が
あ
り

ま
議
　
を
の
能
力
に
応
じ
て
お
年
寄

り
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
こ
そ
、
周

り
に
い
る
わ
た
し
た
ち
の
責
任
と
言

え
る
で
し
よ
う
。

　
老
年
期
は
、
や
が
て
は
だ
れ
に
も

訪
れ
ま
す
。
お
年
寄
り
と
心
の
健
康

は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
テ

ー
マ
な
の
で
す
．
　
　
　
　
（
談
）

文
化
財
総
合
調
査

“
松
代
・
松
之
山
”
刊
行

　松之山町の

　長寿者ベスト20
　　　　　　　　9月1日現在

1村山吉ノ（坪　野）101歳

2　佐藤トヨ（藤内名）　93〃

3　福原タマ（天水越）　93〃

4　畔原タミ（北浦田）　92〃

5　村山正吉（湯　本）　92〃

6　高橋和平（中　尾）　91〃

7　村山カツ（赤　倉）　91〃

8　志賀キノイ（五十子平）90〃

9　小林勘治（湯　山）　89〃

10　保坂タツ（松　口）　89〃

11　相沢サツ（小　谷）　89〃

12　高橋秀勝（新　山）　89〃

13　渡辺治作（東　山）　89〃

14　久保田徳松（湯之島）89〃

15　高橋熊治（天水島）　88〃

16　佐藤ノブ（松之山）　88〃

17　樋口福太郎（湯山）　87〃

18　村山ヒロ（五十子平）87〃

19　佐藤クメ（天水越）　87〃

20　小野塚ムメ（光間）　87〃

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前9時半～午後4時半（平日）

士曜日は正午まで

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

◎弁護士相談目：毎週水曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

新潟市本町通七番町1082興亜火災新潟支店ビル5階

　　　　　　（新堀通り本町角）新潟調査事務所内

　　　　魯0252－25－1851（直通）0252－25－2225

　　　電話のこ相談もお受けします

第32回新潟県勤労者

　　　　　　　　　　美術展作品募集

　勤労者が余暇を利用して創作した作品を展示す

ることにより、創作意欲を高め、美術を通じて明

るい職場づくりを目的として、新潟県、新潟市、

県労政協会の主催で開催されますので、ふるって

応募してください。

＊会期10月21日から10月24日まで

＊会場　新潟市、新潟県美術博物館

＊作品　日本画、洋画、彫塑、工芸、書、写真の

　6部門

＊応募資格、県内の事業所等に勤務する者で、応

　募部門についての作品の製作及び教えることを

　職業としない人。

＊応募　所定の申込書により9月1日から10月9

　日までに住所又は勤務地を管轄する支庁、労政

　事務所へ申し込んでください。

　
松
之
山
郷
の
地
質
・
生
物
・
考
古
・

歴
史
・
民
俗
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、

総
合
的
・
組
織
的
な
学
術
調
査
を
県

教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
松
代
・
松

之
山
文
化
財
総
合
調
査
の
成
果
を
新

潟
県
文
化
財
年
報
第
一
四
集
と
し
て

刊
行
し
た
も
の
で
す
。

　
近
年
の
社
会
情
況
か
ら
み
て
、
急

速
な
変
容
が
予
想
さ
れ
る
松
之
山
の

自
然
と
人
文
に
つ
い
て
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
資
料
で
す
。
ま
た
、
文
化

財
保
護
行
政
の
上
で
広
く
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
B
5
判
・
二
六
七
ぺ
ー
ジ

　
一
冊
・
三
千
円
（
一
二
〇
冊
の
み
）

　
ご
希
望
の
方
は
町
公
民
館
ま
で
お

申
込
く
だ
さ
い
。

　
交
通
三
悪
を
追
放

　
町
内
で
飲
酒
運
転
で
警
察
の
取
締

り
を
受
け
た
方
が
多
く
で
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
杜
会
悪
で
あ
る
こ
と
を

お
互
に
認
識
し
、
家
庭
・
職
場
・
地

域
か
ら
絶
対
に
出
さ
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
運
転
者
は
、
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
、
一
時
不
停
止
の
交

通
三
悪
を
追
放
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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N
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勤労者のみなさんへ

労働組合のない職場で

　　働く人々の融資

　
新
潟
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の

保
証
に
よ
り
、
労
働
者
で
あ
つ
て
次

の
よ
う
な
方
が
労
働
金
庫
か
ら
融
資

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
勤
務
先
に
労
働
組
合
が
な
い
。

▽
労
働
組
合
が
あ
っ
て
も
、
労
働
金

　
庫
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
。

▽
労
働
金
庫
に
加
入
し
て
い
て
も
、

　
管
理
職
等
の
た
め
労
働
金
庫
を
利

　
用
で
き
な
い
。

◎
融
資
に
は
全
て
財
団
法
人
新
潟
県

労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
が
つ

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
財
団
法
人
新
潟
県
労

働
者
信
用
基
金
協
会

費
〇
二
五
二
（
二
八
）
三
四
一
一

　
こ
の
協
会
は
、
県
及
び
市
長
会
、

町
村
長
会
、
労
働
金
庫
等
の
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（57．4．12現在）

種　　　類 用　　　途 融　資　額 金　　利

住　　　宅

ロ　　ー　　ン

新築・増改築
土　　　　　地

家　屋　購　入

2，000万円

　以内

年7．80％

～8．40％

暮らしの
ロ　　ー　　ン

（不動産担保）

物資購入・教
育・冠婚葬祭
レジャー資金等

1，000万円

　以内

年8．30％

～9．05％

暮らしの
ロ　　ー　　ン

（無　担　保）

物資購入・教
育・冠婚葬祭
レジャー資金等

100万円

以内
年10．9％

制　度　名 貸付限度 貸付期間 利　率 保証人等

産業育成資金
万円

300

以内

1年

（年）

6．85
1名以上必要

国民金融公庫 1，800
運　5年

設　7年
8．2 〃

経営改善資金 350
運　3年

設　4年
7．0 不　要

環境貸付 3，000 10年 8．2 1名以上必要

進学貸付 50 修業年限 8．2 〃

第四商工

　　　ローン
300 3年

8．6

～8．9
〃
〃

相談や申込、受付は商工会へ

昭和57年9月5日1””””川1”””1

　　　　　　　　　　　　一東北電カー

9月1b日（木）　　　12時から午後4時まで

（天水越、天水島、中坪）

9月29日（水）　午前10時から午後4時まで

（浦田地区の全域）

10月7日（木）　午前9時から午後1時まで

（上蝦池、下蝦池、五十子平、坪野、赤倉、

東山、藤倉、東川、中尾）

就業構造基本調査

9月下旬上川手で

　
十
月
一
日
現
在
で
、
総
理
府
統
計

局
の
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
が
全

国
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
、
上
川
手
地
区
の

（
橋
詰
を
除
く
）
約
十
五
世
帯
が
選

ば
れ
、
こ
れ
ら
の
世
帯
に
、
九
月
下

旬
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ふ
だ
ん

の
就
業
、
不
就
業
の
状
態
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
も
の
で
、
ふ
だ
ん

仕
事
を
し
て
い
る
方
に
は
、
そ
の
仕

事
に
つ
い
て
の
事
項
を
、
ま
た
、
仕

事
を
し
て
い
な
い
方
に
は
、
仕
事
を

し
た
い
と
思
う
か
ど
う
か
、
と
い
っ

た
意
識
な
ど
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
統
計

は
、
国
や
地
方
の
雇
用
対
策
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
の
仕
事
や
生
活
に
か
か

わ
る
政
策
を
作
り
、
実
行
す
る
の
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
、
法
律
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
個
人
や

世
帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

戸
籍
の
明
暗
八
月

口
お
く
や
み

布
施
周
作
㈹
（
黒
倉
・
二
枚
田
）

小
野
塚
イ
シ
㈹
（
藤
原
・
黒
倉
口
）

南
雲
藤
九
郎
㈹
（
西
之
前
・
藤
九
郎
）

高
橋
忠
作
㈱
（
湯
本
・
板
屋
）

布
施
重
太
郎
㈹
（
黒
倉
・
向
山
）

小
野
塚
光
男
個
（
東
川
・
上
州
や
）

※
婚
姻
、
出
生
な
し
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容報

り強調月間
　　「体力つくり強調月間」は、国民一人ひとりが体力つくりの重

　　要性を認識し体力つくり実践活動を高めるために設けたものです

　　　松之山町では、10月10日「体育の日」に町内を一周する駅伝

　　大会が行なわれます。

体力つく

1　1日一3旧

女2，505人　□発行　新潟県　松之山町　□編集　議会事務局男2，376人人口4，881人10 月1日


